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効フレーム 4000,実発話 2 分半が必要になる点で,利便
性の向上が必要になると考えられる.そこで,登録時間と
識別率の関係を調べることで,利便性の向上を行う.以下
に,コードブックのレベル数と識別率,登録時間と識別率
についてシミュレーションを行った. 
 
 
この結果より,コードブックのレベル数 64,登録時間
1000 フレームを用いることで精度低下を少なく,利便性
の向上が出来ると考えられる. 
 
5. 結論 
CELP 話者識別を用いることで,高い識別率で通信会
議の参加者を識別できると考えられる. 
今後の課題として,多くの実音声を用いることでのパラ
メータの設定,通信を用いることによる識別への影響を調
べる必要がある.ノイズキャンセルを用いて除去は行うが,
どの程度除去でき,識別に影響が出ないのか検討する
必要がある. 
